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容量性負荷半波型磁気増幅器では、電源の各周期に点孤する正常動作と、 2 周期に l 度点、孤する異
常動作とがあり、正常動作が安定ならば、基本波振動が、不安定ならば巧次分周波振動が起る。異常
動作の平衡状態が安定ならばM次分周波数が、不安定ならば概周期振動が起る。これらの異常現象の
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防止条件は特性方程式の根より簡単な形で求まる。直流出力をもっ全波型回路で、は、正常動作が安定
な時には、倍周波振動が起り、不安定になると異常動作へ小さな跳躍をする。異常動作が安定基本波
振動が、不安定ならば跳躍現象あるいは概周期振動がおこる。
容量性負荷ダブラ型回路では、電源電圧が低いときには増幅領域で跳躍がおこる。電源電圧が高く
なれば、過励振になり、出力下降時に増幅領域外で跳躍が起るため制御特性に大きなヒステリシスが
できる。制御回路抵抗が小さい時には、出力の低い所で概周期振動が発生する。
微分帰還を自己帰還型磁気増幅器に施せば、制御特性を変えずに過渡特性が改善され、性能係数は
3 倍ぐらい大きくできる。不安定になれば、低周波振動が起り、大電力の低周波発振器として使用で
き、その設計法を示した。
最後に、磁心の周波数特性を測定する簡単な方法を提案し、うず電流抵抗を求める手順を示した。
Ni-Fe 50% 磁心ではうず電流抵抗の値は測定条件によって変わり、平均うず電流抵抗を採用すべき
であることがわかった。
論文の審査結果の要旨
本論文は磁気増幅器を容量性負荷で用いた場合に生ずる異常現象の解析と、これを利用しての過渡
応答の改良ならびに低周波発振器の開発に関するものである。まず、磁気増幅器を飽和要素を付加し
て、ブロック線図表示し、制御の広い領域にわたって、統一的に取扱えるようにし、磁心の特性を代
表する磁心抵抗の測定法として矩形波電源を用いた新しい方法を提案している。つぎに容量性負荷を
もっ半波型回路、全波プリッヂ型回路およびダブラ回路について差分方程式より出発して分周波振動
、非対称動作、跳躍現象ならび、に概周期振動の発生条件について解析を行ない、 3つの回路における
相違と異常現象の防止条件を導いている。さらに容量性(微分)帰還回路を付加した磁気増幅器におい
ては低周波振動が発生しやすいことから、これを用いた低周波発振器の設計に関する考察を行なって
いるので、この分野で大きい貢献をしている。
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